
海・山・川グリーンアップ作戦へようこそ
コンブで…

ダイヤモンド鉱脈が作れる

左の写真はコンブを効率よく発生さ
せる特殊なブロックの焼き物です。

真ん中はそれに発生したマコンブ。
約百㌔が一個に着きます。

この増殖技術はウニ、アワビの通年
生産を可能にします。

ウニ・アワビは海のダイヤモンドと
言われます。

写真は岩手日報社記事より転載

久慈地方を３Ｋで活性化
１Ｋ：コンブ

２Ｋ：琥珀（こはく）
３Ｋ：穀物（五穀）

昔クンノコ（香の粉）と言われた琥珀（アンバー）は観光
に加え、久慈市文化推進の象徴でもあります。

穀物やコンブは東北地方に適した産物で、健康性を増進し
医療費を減らす食べ物です。

（ ） 、 。マコンブ 二年コンブ は北の海 親潮で上質に育ちます
これの安定生産は食料産業を大きく発展させます。また、海
のダイヤは多くの観光客を三陸に呼ぶでしょう。

コンブなど大型の海草類の群を海中林と言います。海中林
は食物連鎖で魚介類を増やします。

下の写真は岩手の４大重要港湾の一つ、久慈湾当初の開発
イメージ図です。現在丸印の所に延長３００㍍のみ防波堤が
設置されています。これの早期推進は産業活性化にかかりま
す。

この防波堤が設置されると日本有
数の荒波が寄せる久慈湾は、穏やか
な海域になり、コンブなど増殖に適
した湾になりますが反面、河川の汚
れが心配されます。

すなわち、河川の浄化や森林整備
が「尽きないダイヤモンド鉱脈」維
持の条件になります。

、 、また中小河川の清浄化は シミ豆腐
シミ大根、はじめ穀物ブランド化、ホ
タル、モクズガニやカジカ、鮎、シロ
ウオなど淡水・海域の生物も増やし、
多様な産業開発へ大きく貢献します。


